
企業における化学物質管理とリスクコミュニケーションに関する表彰 

平成１６年度 受賞者一覧 

 

平成１６年度は１３件の応募があり、第１次・第２次審査の結果、下記のとおりＰＲＴＲ大賞１件、

優秀賞５件、奨励賞７件が選定されました。 

PRTR大賞 

コニカミノルタホールディングス株式会社 

充実した化学物質管理体制や職員への環境教育とともに、地域住民を対象とした地域環境報告会を東京サ

イト、小田原サイトで毎年開催していること、また「日野市環境基本計画見直しにおける意見交換会」や

日本レスポンシブルケア協議会主催の各種の対話活動に参加するなど、積極的に市民に開かれたリスクコ

ミュニケーションを実施していることが高く評価されました。 

PRTR優秀賞 

帝人株式会社 （審査員特別賞） 

役員で組織されるＥＳＨ委員会が設置され、その決定事項を現場に徹底させるための管理システムが十分

に機能している点や、コミュニケーションガイドラインを策定し、周辺環境への影響に配慮する必要があ

る事業所はリスクコミュニケーションを義務化している点などが高く評価されました。 

 

キヤノン株式会社 

全社にわたる化学物質管理システム（ＣＩＭＳ）を活用し、成分含有率や、法規制、ＭＳＤＳ等の情報、

職場ごとの使用量・在庫量、事業所ごとの排出・移動量を統一管理し、グループ全体の実績の解析や削減

計画の立案を行っている点が高く評価されました。 

 

ダイハツ工業株式会社 

全事業所でリスクコミュニケーションを実施している点、特に滋賀工場では、地域住民や行政担当者とと

もに約２０年間にわたり毎年６回の環境コミュニケーションを継続的に実施しているなど、地域住民など

と密なコミュニケーションを行っている点が高く評価されました。 
 

トヨタ自動車株式会社 

システム化された化学物質管理とともに自社のノウハウをもとにＰＲＴＲ集計業務を事業化してエコ・リ

サーチ社を設立し、ノウハウの無い事業者に対しても積極的に支援を行っている活動などが高く評価され

ました。 
 

富士写真フイルム株式会社 足柄工場 

一昨年に行われた神奈川県と富士フイルム足柄工場共催の「化学物質に関する対話集会」、及びその後に実

施された近隣住民との対話集会など、地域住民と継続してコミュニケーションを図っている点が高く評価

されました。 

PRTR奨励賞  

出光興産株式会社 徳山製油所・徳山工場、イビデン株式会社、王子製紙株式会社、 

大王製紙株式会社 三島工場、東洋紡績株式会社、日本発条株式会社、富士通株式会社 



企業における化学物質管理とリスクコミュニケーションに関する表彰 

概 要 
 

○ 主催 (社)環境情報科学センター  

○ 後援 (社)日本化学会、(財)世界自然保護基金ジャパン、全国消費者団体連絡会、(株)化学工業日報社、 

日経エコロジー  (順不同） 

○ 趣旨 

ＰＲＴＲ制度は、事業者が自ら化学物質の排出に係わる環境負荷を把握し、管理の促進を行うとともに、

その状況に関して市民の理解を得ることを目的としています。本表彰は、法の趣旨を理解し、率先して化

学物質管理を行うとともに、その実施状況に関して積極的に市民の理解を得るためのリスクコミュニケー

ションを行う等により優れた成果をあげている企業を表彰することによって、以下の３点に資することを

目的としています。 

・企業の積極的な化学物質管理を促進すること 

・企業の化学物質の管理に関する市民の理解を得る活動を奨励すること 

・一般市民のＰＲＴＲ制度に対する理解の促進を図ること 

○ 応募資格 

平成１４、１５、１６年度のいずれかの年度に、ＰＲＴＲの届出を行った事業所（企業） 

（平成１３、１４、１５年度排出分のいずれかについて届出を行っていること） 

○ 選考の流れ 

 ＰＲＴＲ届出を行っている事業所（企業）の自薦・他薦による応募 

↓  （平成１６年８月２日～９月３０日） 

 環境情報科学センターに設置した選考委員会による審査 

↓  （平成１６年１０月１９日） 

 事務局による現地調査後、選考委員会による審査 

  （平成１６年１１月２９日） 

○ 審査委員（企業における化学物質管理とリスクコミュニケーションに関する表彰選考委員会） 

〔委員長〕安井 至（国際連合大学） 

〔委員〕 有田芳子（全国消費者団体連絡会）、北野 大（淑徳大学国際コミュニケーション学部）、中地重晴

（環境監視研究所）、福井弘道（慶應義塾大学総合政策学部）、村田幸雄（ＷＷＦジャパン） 

○ 審査内容 

〔化学物質管理に関する取組〕排出状況の把握、充実した化学物質管理体制の構築と運用、従業員教育など。 

〔リスクコミュニケーションに関する取組〕積極的なリスクコミュニケーションの実施と結果の反映など。 

○ 賞の種類 

ＰＲＴＲ大 賞 化学物質管理・リスクコミュニケーションを積極的に行っており、かつ優れた成果を挙げ

他の規範となる事業所（企業）に対する表彰 

ＰＲＴＲ優秀賞 化学物質管理・リスクコミュニケーションについて積極的に努力している事業所（企業）

に対する表彰 

ＰＲＴＲ奨励賞 化学物質管理・リスクコミュニケーションについて今後の努力を奨励する事業所（企業）

に対する表彰 

○ 表彰式・シンポジウム 

〔日時〕平成１７年１月３１日 午後２時～５時 

〔場所〕都市センターホテル（千代田区平河町２丁目４番１号） 

平成１６年度 

応募 

一次審査 

二次審査 


